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3 月7 日 上海 一 偽 り の都市と近代日本
山室信­
4 月18 日 近代東ア ジ アの 出発点 一 万国並立
と一統垂裳の世界山室信­
5 月16 日 日本の 「ア ジ ア主義」 と朝鮮問題
-1926 ・27年の ア ジ ア民族会議を
めぐって水野直樹
5 月30 日 還流す る文学 近代初頭にお け る
日中文学交渉粛藤希史
6 月13日 明治前期の外征論と東ア ジ ア
落合弘樹
7 月4 日 世界史のなかの中国経済 山本有造
10月3 日 上海の金融市場 吉田政治の 「支
那観」安冨歩
10月17 日 征韓論の前提 飛鳥井雅道
11月 2 1 日 維新思想の連鎖 山室信一
















1 月19 日 日本銀行金融研究所所蔵 「金融関係J
資料について安富
2 月23 日The AftermathofLberationｭ
EconomicChangesinDivided
Korea , 1945-49 木村










6 月1 日 ポ ー レ イ 報告書 ( 日本編) につ いて
山本
日本植民地台湾人資本洪詩鴻
6 月15 日 日本植民地時代末期の台湾経済情勢
にかんする資料について山田
満鉄の資金調達と資金投入安富
7 月6 日 ア ジ研研究会 「東ア ジ ア の経済 ・ 社
会発展の基底」について井村哲郎
戦時下樺太経済の概観平井
9 月28 日 訪韓報告 木村
昭和製鋼所の施設破壊について松本






















































































1 月21 日 幕末期の幕府の朝鮮政策と機構の変
化沈
2月4 日 幕府期の海防と 「民政」 岸本
5 月20 日 近世後期の 「民意」 表明 と運動組織
谷山
6 月10 日 明治天皇の巡幸 と国民統合 佐々 木
6 月24 日 近世後期京都町代古久保家の人々
塚本
10月7 日 『米欧回覧実記』 におけ る欧米農業
への認識勝部
10月21 日 大久保政権の地方出張官員復命書 と
密偵報告落合
11月4 日 斎藤拙堂考 幕末政治社会 と 「志
士」鈴木祥
11月25 日 相州預所におけ る種痘 岸本




1990年4 月 か ら3 か年の予定で始ま っ た本研究班
は，期間を 1年延長し 1994年 3月を以て終了した。
研究テーマに即して報告・討議された 4年間の共同









1 月17 日 報告書論文検討会 全員
2 月7 日 報告書論文検討会 全員























2 月2 日 『漂荒紀事」 会読 粛藤











































2 月21 日 文学 と 建築 - Zola のLe Ventre
deParis とLa Curee 中井
3 月28 日 映画におけ る物語と リ ア リ テ ィ 上倉
4 月18 日Verlaine の祝祭'性 小山
5 月9 日 魔術的サ ン ボ リ ス ム ー オ カ ルテ ィ
ズムの認識論的考察鈴木
5 月23 日 ポ ー ル ・ ゴー ガ ンの言語作品につ い
コミュニケーションの自然誌
多賀
11 月 14 日Correspondances ， Analogieuniｭ
verselle , Synesthesies , Symbo-
宇佐美lisme
12 月 5 日 Segalen ， DebussyetIesilence
ドゥヴォー
12 月19 日 コ ン ビ ュ ー タ ー で何がで き る か 一
Discotext に よ る基礎作業の試み
小西
6 月6 日 能におけ る 「象徴」 コ ロ ス 拡充
との関連一藤田
6 月20 日 神経症と文学 一 フ ロ ー ベ ー ルか ら
プルーストへ吉田城
7 月4 日 欲動 と言語一詩的言語への-t見点一
原田
9 月26 日 象徴理論につ いての一考察 大浦










































1 月24 日 植物名 と言語行為 木村
2 月14 日 「誠実性」 再考 水谷





































4 月25 日 言及世界と話者の命題態度 山森
5 月9 日 表情進化の メ タ メ ッ セ ー ジ仮説
金沢(ゲスト)
5 月23 日 事態認知ス キ ー マ につ いて 定延
6 月13 日 規則性 ・ 情報 ・ レ リ ヴ ァ ン ス 木村
6 月27 日 ト ピ ッ ク は いかにっ く り だ さ れる か
串田
9 月12 日 想定の相互顕在性創出装置につ いて
谷
10月17 日 サルは言葉を し ゃ べ っ てい る か
正高(ゲスト)
10月31 日 コ ン ビュ ー タ ・ ネ ッ ト ワ ー カ ーにと っ
ての読者像細馬
11月14 日 縮図的に示 さ れた時間 野村(直)
11月28 日 コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン の 自然誌か ら コ
ミュニケーションの政治学へ田中
12月12 日 サルはなぜ声を出すのか 高畑
儀礼的暴力の研究班長田中雅一
1990年度よ り4 年間続いた当共同研究班は， 個 々
















本研究班では， 1) 近年注 目 さ れつ つ あ る主体
(subject) や 自 己(sel£) ， 行為者(actor) ，ノfー
ソン，エージェント，個人Cindividual)，アイデ
ンティティ，情動などの概念に着目し，そうした概
念の学説史上の背景と意味を探り， 2) こ う し た諸
概念の民族誌記述(とくに自省的・実験的民族誌と
呼ばれるもの)における有効性などを批判的に検討














4 月18 日Refining theDead:Deathand
Ritual Pollution among the
ChineseinSingapore
TongCheeKiong(ゲ‘スト)
5 月16 日 人類学の主題と し ての主体 ・ 主題 と
しての人類学者の主体田中
5 月30 日 ブ ッ シ ュ マ ン の個人名 菅原
6 月6 日 民衆主体性論の構築のための ノ ー ト
松田
6 月20 日 パ リ ・ ア ニ ュ ワ におけるselfの表象一
感情，臓器，身体栗本
7 月4 日 <他な ら ぬ私>とく縁>- 1生 ま れ
変わり」の理解のためのメモ
小田
7 月 18 日 <自 己>の観念と権力関係の形成…
フィジーの事例春日
9 月19 日 パル ダー (女性隔離) 論再考 一 南
アジアの女性の主体性をめぐって
中谷純江(ゲスト)
10 月3 日 性欲に よ る 主体化 近代 日 本の子
供たち一川村























1 月18 日 コ ン ス タ ン テ ィ ノ ー ブルの貴金属商，
両替商井上
1 月25 日 宮廷と騎士 服部
2 月1 日 信仰 と しての学問 一 歴史家 ツ ン フ
トの興亡佐々木




4 月26 日 人口 と い う 対象 一 政治算術か ら人
口調査へ阪上孝
5 月 10 日 大学の貴族化 - 18世紀の ゲ ッ テ ィ
ンゲン大学三成
5 月17 日 ロ ワ ゾー 「身分論』 の世界 一17世
紀フランスの身分社会について阿河
5 月 24 日 1 9世紀 フ ラ ン ス の犯罪者観 波多野
6 月7 日 帝政期 ロ ー マ におけ る社会的上昇に
ついて南川
6 月21 日 『色道小鏡」 にみ る位付けの円環
横山
6 月 28 日 西洋中世都市におけ る周縁集団
田中俊
7 月5 日 一遍聖絵と被差別民 脇田
9 月20 日 中世後期都市の ツ ン フ ト 法 ・ 市民法
における嫡出の規範
KnutSchulz(ベルリン自由大学)
9 月27 日 ヴ ィ ク ト リ ア時代の中流階級女性 と
職業一女性雇用協会の歩み河村
10 月4 日12 ・13 世紀のボ ロ ー ニ ャ の コ ム ー ネ ，
教師，公証人山辺
10 月18 日 中国明清時代， 幕友 と い う 職業 夫馬
10 月 25 日 研究方針討論 報告書執筆に む け
て全員
11 月 1 日 土地経営マ シ ン と し ての シ ュ メ ー ル
「神殿」組織における「職業」とス
テイタス前川
11 月 15 日 相続契約か ら みた農民の ス テ イ タ ス
森
11 月22 日 医事行為と ス テ イ タ ス 川島
12 月 7 日10--12 世紀フ ラ ン ス におけ る盛土城
砦の形態と類型
MichelBur(ナンシー第二大学)





























京都大 D . C.)梶原三恵子(大阪大 D . C .)
知識と秩序 ( rr)班長阪上孝











2 月4 日 言葉と秩序N. ウ エ ブス タ ー と ア
メリカ英語辞典の編集小林
11 月18 日 原稿検討会 全員
12 月2 日 原稿検討会 全員
-315-
人文学報
6 月27 日 研究者全体は 「組織化」 されたのか ?
-19世紀後半の イ ギ リ ス を中心に
光永
6 月10 日 あ る ド イ ツ の 自 由な研究所 (1 ) 一
フランクフルト社会研究所の研究
組織と理論形成上野
6 月24 日 「心理」 と 「計画」 ー ア ン リ ・ ド ・
マンにおける「労働の喜び」の観念
をめぐって宇城
9 月16 日 人文学の危機 と 文化研究の出現 一
現代文化研究所 (CCCS)のロケイ
ション水嶋
10月14 日 精神の ラ ボ ラ ト リ ー ー ウ エ ス ト ・
近代社会における研究者の組織化ー研究所・学会・
学派班長阪上孝
19世紀 も後半に入る と ， 今 日 われわれが 「研究者」
と呼びならわしている人々が大量に出現し，さまざ




















4 月22 日 近代におけ る 研究者の組織化 研
究所・学会・学派阪上








4 月 よ り3 年目 に入 り ， 6 月以降報告書作成の た め
の原稿検討会を行ってきた。 94年度も 1月から 3月





1 月10 日 原稿検討会
1 月31 日 N
3 月7 日 M
3 月 14 8 II
3 月 22 日 H
ライディング精神施療院， 1871-76
上山
10 月21 日 Rationalisme politiqueetd出10­
cratieenFrance(XVIW-XIXe
siecles) ロ ザ ン ヴ ア ロ ン
10月 28 日 ベルー の国民統合 と 民族学 - 1920
年代のインディへニスモの周辺崎山
11月11 日 ブル ッ キ ン グス研究所と連邦政府
小林
11月25 日 ド イ ツ にお け る性科学 (者) の組織
化(1)一性病問題の社会史的意味
川越




















1 月25 日 人文学の ア ナ ト ミ ー のために 阪上
人類学における歴史と構造田中
2 月17 日 フ ラ ン ス におけ る研究機関の歴史 と
現状をめぐって
マリアンヌ・ノfスチドこブルギエル





の法的諸体系， (3)正義の法的諸体系のサパイ パル ・
テスト。














































ofdate であ る 。 嘗時は章巽 『法顛侍校注J (上海古


































1 月25 日 深衣の復元につ いて 相川佳代子

























































「真話J 7 篇全20巻の会読をひ き続いて行い， 第
15巻 ・ 第16巻闇幽微篇1 ・2 ， 第17巻握真輔篇1 の























































































4 月23 日 益軒 『日記』 元禄元年正月 横山
『玉匝記』の媒介性三浦




5 月18 日 益軒 『 日記』 元禄元年2 3 月 深津
地獄を絵解く一『熊野観心十界図」
の言説を復元する西山
6 月1 日 益軒 「 日記』 元禄元年4 月 羽賀
『大ざっしょ』考横山
6 月11 日 益軒 『 日記』 元禄元年5 月 塚本
六朝時代の喪服マニュアル木島
6 月 29 日 益軒 『 日記』 元禄元年678 月 三浦
片山兼山論キンスキー
9 月24 1::l 益軒 『 日記」 元禄元年910月 都築
西湖マンダラ金
10月5 日 益軒 『 日記』 元禄元年1112月 粛藤
雅俗共賞一「紅楼夢Jに見える遊
びから井波
10月15 日 中村理八校 「筆算内伝』 序 木島
林住者考俗と聖のはざま
藤井正
10月29 日 正保 4 年版 「箪塞抄」 由来 西山
19世紀日本の石碑文化 羽賀
11月 16 日 中村校 『箪室内伝』 巻第一 金
禁温の儒学思想、について一『要務量
編』をめぐって都築








































































































































1930年代台湾の台湾人企業家 ・ 試論 ゃま だあっ し
寛永11年の領知朱印改と「寛永御朱印」藤井譲治

























1994 年3 月31 日刊
近代日本のアジア認識古屋哲夫編




1994 年3 月31 日刊
近世前期政治的主要人物の居所と行動藤井譲治編
1994 年3 月31 日刊
所報「人文」第 40号
1994 年3 月31 日刊
所員動静
-古屋哲夫(日本部)教授は，停年退官 ( 3月 31日
付)，京都大学名誉教授の称号を授与( 4 月1 日
付)。
-山下正男(西洋部)教授は，辞職 ( 3月 31日付) ,
京都大学名誉教授の称号を授与 ( 4月 1日付)。
・三浦園雄大阪市立大学教授は，客員教授(日本部)。
(比較文化研究部門， 4 月1 日'"""'1995年3 月31 日 )0
・串田秀也大阪教育大学助教授は，併任助教授(西
洋部) 0 (比較文化研究部門， 4 月l 日'"""'1995年3














2 月23 日広島発， ア ン ナ マ ラ イ 大学， マ ド ラ ス 大
学，シンガポール大学に於いて食文化に関する調
査及び文献資料蒐集を行い， 3 月 18 日帰国0
・前川和也教授(西洋部)は，委任経理金により，
2 月28 日大阪発， 大英博物館に於いて シ ュ メ ー ル
粘土板に関する研究，ワルシャワ大学に於いてポー
ランド模形文字研究の現状及び所蔵粘土板調査を
行い， 4 月4 日帰国0





・梅原部教授(東方部)は， 3 月 22 日成田発， 大
英博物館に於いて敦煙遺物に関する調査及び研究
打ち合わせを行い， 3 月 29 日帰国。
-322-












に関する研究資料の蒐集を行い， 6 月22 日帰国0
・前川和也教授(西洋部)は，委任経理金により，
7 月7 日大阪発， 大英博物館に於いて シ ュ メ ー ル
模形粘土板文書の研究を行い， 8 月 31 日帰国0
・田中淡教授(東方部)は，ユネスコ文化遺産保
存日本信託基金により， 7 月17 日大阪発， 国家文
物局に於いて大明宮含元殿日中共同保存事業に係
る調査打ち合せ，大明宮遺祉に於いて同事業に係
る現地調査を行い， 7 月23 日帰国。





集を行い， 8 月26 日帰国0








の資料収集を行い， 8 月 31 日帰国0
・梅原郁教授(東方部)は，文部省科学研究費補
助金により， 8 月29 日大阪発， 大英博物館及び ス
ウェーデン民族学博物館に於いて中央アジア出現




補助金により， 8 月29 日大阪発， 大英博物館及び
スウェーデン民族学博物館に於いて中央アジア出
現簡膿他法制文書に係る資料調査を行い， 9 月 22
日帰国0
・狭間直樹教授(東方部)は， 9 月4 日大阪発， 近
代史研究所，第一歴史棺案館，北京図書館，北京
大学，中国人民大学に於いて国民革命に関する研
究資料蒐集及び学術交流を行い， 9 月16 日帰国0
・井狩禰介教授(西洋部)は，委任経理金により，













































補助金により， 12 月 7 日大阪発， 蘇州市草睦山遺
跡に於いて先史時代水田の発掘調査を行い， 12 月
13 日帰国。
